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コ
ロ
ナ
禍
で
明
ら
か
に
な
っ
た
こ
と

コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
明
ら
か
に
な
っ

た
こ
と
の
一
つ
が
国
家
中
枢
の
機
能
劣

化
だ
。
あ
ら
ゆ
る
防
疫
対
策
が
後
手
後

手
に
回
り
、
遅
れ
ば
せ
の
対
策
が
実
行

に
移
さ
れ
て
も
そ
の
規
模
が
あ
ま
り
に

も
過
小
で
あ
る
こ
と
に
国
家
中
枢
の
機

能
劣
化
が
表
面
化
し
て
い
る
。

巨
大
官
僚
機
構
は
長
年
絶
大
な
許
認

可
権
に
基
づ
く
権
限
の
行
使
と
天
下
り

先
の
拡
充
に
専
念
し
て
き
た
た
め
に
、

危
機
に
あ
っ
て
の
有
効
な
政
策
企
画
、

実
行
の
能
力
を
喪
失
し
て
い
た
こ
と
が

あ
ら
わ
に
な
っ
た
。

一
つ
の
事
例
が
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
の
実
態

だ
。
コ
ロ
ナ
対
策
で
成
果
を
上
げ
て
い

る
韓
国
や
台
湾
で
は
早
く
か
ら
大
量
の

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を
実
施
し
て
き
た
こ
と
が

最
大
の
成
功
要
因
だ
。
検
査
に
基
づ
い

て
陽
性
者
を
軽
症
、
中
症
、
重
症
に
ト

リ
ア
ー
ジ
し
、
そ
れ
ぞ
れ
に
特
化
し
た

隔
離
施
設
に
送
り
込
ん
だ
。
ま
た
軽
症

者
に
つ
い
て
は
Ｇ
Ｐ
Ｓ
を
活
用
し
て
行

動
監
視
を
行
い
、
個
別
に
外
出
を
禁
止

し
、
ま
た
健
常
者
が
不
用
意
に
感
染
者

に
接
触
し
な
い
た
め
の
ア
ラ
ー
ム
シ
ス

テ
ム
を
構
築
し
た
。

長
野
県
農
政
部
の
実
証
実
験
は
、
畑
輪

作
、
耕
畜
連
携
、
経
営
的
評
価
、
加
工
実

証
、
消
費
調
査
の
５
つ
あ
る
。
消
費
調
査

に
つ
い
て
は
長
野
大
学
が
担
当
し
て
い

る
。
畑
輪
作
に
つ
い
て
は
、
小
諸
市
に
あ

る
長
野
県
野
菜
花
き
試
験
場
の
佐
久
支
場

で
実
証
中
だ
。
３
月
ま
で
支
場
長
を
務
め

て
い
た
山
口
秀
和
氏
（
現
：
長
野
県
野
菜

花
き
試
験
場
長
）
に
、
19
年
度
の
試
験
の

結
果
と
考
察
を
聞
い
た
。

数
値
に
現
れ
た
堆
肥
の
効
果

畑
輪
作
の
実
証
実
験
で
は
、
連
作
と
輪

作
、
堆
肥
有
り
と
堆
肥
無
し
の
場
合
を
数

値
化
し
比
較
す
る
こ
と
が
目
的
だ
。
そ
こ

で
、
４
つ
の
作
物
を
次
の
３
つ
の
区
に
分

け
て
栽
培
を
し
て
い
る
。

①
輪
作
・
堆
肥
区

②
輪
作
・
無
堆
肥
区
（
化
学
肥
料
の
み
）

③
連
作
区
（
化
学
肥
料
の
み
）

①
と
②
の
輪
作
区
で
は
、
ブ
ロ
ッ
ク
ロ

長
野
県
の
畑
輪
作

実
証
実
験
レ
ポ
ー
ト

　

長
野
県
農
政
部
は
、
17
年
４
月
か
ら
５
年
間
の
予
定
で
地
域
食
料
自
給
圏
実
証
実
験
事
業
を

始
め
、今
年
４
年
目
に
入
っ
た
。
小
諸
市
に
あ
る
長
野
県
野
菜
花
き
試
験
場
の
佐
久
支
場
で
は
、

畑
輪
作
の
実
証
実
験
を
担
当
し
て
い
る
。
３
年
を
経
て
、
輪
作
と
連
作
の
違
い
、
堆
肥
の
有
無

の
違
い
が
数
値
で
見
え
て
き
た
。

32

ー
テ
ー
シ
ョ
ン
方
式
で
A
区
～
D
区
を
設

け
、
４
つ
の
作
物
を
ジ
ャ
ガ
イ
モ

⇐

小
麦

⇐

子
実
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ

⇐
大
豆
の
順
に
輪

作
し
て
い
る
。
試
験
の
仮
説
は
、①
輪
作
・

堆
肥
区
の
収
量
が
多
く
品
質
も
高
い
結
果

が
出
る
だ
ろ
う
と
い
う
も
の
だ
。

19
年
の
結
果
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

ジ
ャ
ガ
イ
モ
は
、
仮
説
通
り
①
輪
作
・
堆

肥
区
の
収
量
が
最
も
多
く
、
重
量
も
や
や

高
い
傾
向
に
あ
る
。
し
か
し
、
③
連
作
区

で
も
収
量
が
良
好
だ
っ
た
。
で
ん
粉
価
に

相
当
す
る
比
重
は
、
①
輪
作
・
堆
肥
区
よ

り
も
②
輪
作
・
無
堆
肥
区
や
③
連
作
区
の

ほ
う
が
高
か
っ
た
。
輪
作
区
で
は
６
月
～

７
月
の
雨
で
湿
害
が
起
き
た
影
響
も
あ

り
、
い
ま
の
と
こ
ろ
仮
説
と
異
な
る
理
由

は
特
定
で
き
て
い
な
い
。

小
麦
は
、
仮
説
通
り
①
輪
作
・
堆
肥
区

の
生
育
が
良
か
っ
た
。
稈
長
は
長
く
、
穂

数
は
多
く
、
子
実
重
（
収
量
）
も
高
い
と

い
う
結
果
が
出
た
。
試
験
に
使
用
し
た
ゆ

気づき
中田康雄 の

め
か
お
り
は
製
パ
ン
性
に
優
れ
た
硬
質
小

麦
で
あ
る
。
３
つ
の
区
と
も
タ
ン
パ
ク
質

含
有
量
は
13
・
２
％
以
上
と
基
準
値
を
超

え
る
高
い
値
で
あ
っ
た
。

大
豆
は
、
８
月
の
ひ
ょ
う
害
や
９
月
の

少
雨
の
影
響
が
収
量
に
も
影
響
し
た
。
①

輪
作
・
堆
肥
区
で
は
生
育
が
良
く
、
精
子

実
重
（
収
量
）
も
１
０
０
粒
重
も
高
い
と

い
う
結
果
が
出
た
。

山
口
氏
は
、
堆
肥
の
施
用
が
肥
大
促
進

効
果
を
も
た
ら
す
と
考
察
し
て
い
る
。

子
実
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
も
８
月
の
ひ
ょ
う

害
や
10
月
の
台
風
の
影
響
を
受
け
た
。
①

輪
作
・
堆
肥
区
で
は
収
量
が
高
く
、
③
連

作
区
で
は
折
損
や
倒
伏
の
発
生
が
多
く
低

収
だ
っ
た
。

以
上
の
結
果
か
ら
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ
を
除

く
小
麦
、
大
豆
、
子
実
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
に

つ
い
て
、
堆
肥
を
施
用
す
る
効
果
が
数
値

に
も
現
れ
て
き
た
。
あ
と
２
シ
ー
ズ
ン
、

同
じ
試
験
を
続
け
る
。
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き
く
、
輪
作
と
連
作
の
間
に
著
し
い
違
い

は
見
ら
れ
な
か
っ
た
。

化
学
性
は
、
①
輪
作
・
堆
肥
区
と
、
③

大
豆
の
連
作
区
で
腐
植
含
量
と
塩
基
置
換

容
量
（
Ｃ
Ｅ
Ｃ
）
が
増
加
傾
向
に
あ
り
、

ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
連
作
区
で
は
腐
植
含
量
が

減
少
傾
向
に
あ
っ
た
。

微
生
物
性
は
、
バ
イ
オ
ロ
グ
法
と
Ｓ
Ｏ

Ｆ
Ｉ
Ｘ
法
で
測
定
し
た
と
こ
ろ
、①
輪
作
・

堆
肥
区
と
③
ジ
ャ
ガ
イ
モ
の
連
作
区
で
微

生
物
多
様
性
が
高
く
、
総
細
菌
数
が
多
い

傾
向
が
見
ら
れ
た
。
①
輪
作
・
堆
肥
区
で

は
②
輪
作
・
無
堆
肥
区
に
比
べ
、
微
生
物

性
に
変
化
が
現
れ
て
き
た
と
言
え
る
。
ジ

ャ
ガ
イ
モ
の
連
作
区
で
微
生
物
性
が
高

く
、
前
述
の
と
お
り
収
量
も
高
い
こ
と
に

つ
い
て
は
、
今
後
の
試
験
結
果
と
考
察
が

待
た
れ
る
と
こ
ろ
だ
。
な
お
、
窒
素
循
環

活
性
は
①
輪
作
・
堆
肥
区
と
ト
ウ
モ
ロ
コ

シ
の
③
連
作
区
で
や
や
高
い
と
い
う
結
果

だ
っ
た
。
土
壌
分
析
の
結
果
、
全
試
験
区

で
リ
ン
循
環
活
性
が
低
い
と
い
う
問
題
が

わ
か
っ
た
た
め
、
今
後
、
試
験
を
通
じ
て

策
が
求
め
ら
れ
る
。

食
料
自
給
圏
の
起
点
は
、
実
証
試
験
中

の
畑
輪
作
に
よ
る
穀
物
の
生
産
で
あ
る
。

そ
の
た
め
に
は
余
剰
水
田
の
転
作
や
乾
田

化
に
よ
り
畑
輪
作
の
技
術
を
導
入
し
て
い

く
こ
と
が
必
要
に
な
る
。
今
後
、
生
産
者

が
実
証
試
験
の
成
果
を
活
用
し
て
い
け
る

よ
う
な
仕
組
み
づ
く
り
が
求
め
ら
れ
る
。

微
生
物
性
に
も
変
化

畑
輪
作
の
実
証
試
験
の
も
う
ひ
と
つ
の

目
的
は
、
土
壌
の
物
理
性
、
化
学
性
、
生

物
性
の
推
移
を
調
べ
、
輪
作
と
連
作
の
違

い
を
数
値
化
し
て
評
価
す
る
こ
と
だ
。

物
理
性
は
土
壌
三
層
（
固
相
・
気
相
・

液
相
）
を
測
定
し
た
。
仮
説
は
、①
輪
作
・

堆
肥
区
の
３
つ
の
相
の
バ
ラ
ン
ス
が
よ
い

こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
ま
だ
輪
作
が
一

巡
し
て
い
な
い
こ
と
も
あ
る
た
め
か
、
３

年
目
の
作
付
作
物
の
違
い
に
よ
る
差
が
大

日
本
で
は
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を
き
わ
め
て

狭
い
範
囲
に
制
限
し
て
き
た
。
し
か
も

韓
国
や
台
湾
の
成
功
事
例
の
学
習
を
せ

ず
に
未
だ
に
検
査
を
抑
制
し
、
軽
症
者

の
た
め
の
隔
離
施
設
も
不
十
分
の
ま
ま

で
の
自
宅
待
機
が
続
き
、
急
な
重
篤
化

で
死
亡
す
る
事
例
が
多
発
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
な
か
、
政
権
中
枢
の
こ

の
迷
走
に
危
機
感
を
抱
き
、
早
く
か
ら

大
量
の
検
査
を
実
行
し
て
成
果
を
上
げ

た
事
例
が
あ
る
。
和
歌
山
県
だ
。
和
歌

山
県
の
共
済
会
有
田
記
念
病
院
で
集
団

感
染
が
発
生
し
た
と
き
、
県
は
国
と
は

異
な
る
独
自
の
判
断
で
病
院
の
ス
タ
ッ

フ
と
患
者
の
す
べ
て
に
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を

実
施
し
、
陽
性
者
を
隔
離
し
た
こ
と
で

医
療
崩
壊
を
免
れ
た
。
こ
の
事
例
は
危

機
に
あ
っ
て
は
現
場
に
近
い
自
治
体
の

首
長
や
ス
タ
ッ
フ
が
身
近
な
情
報
を
共

有
し
、
的
確
な
対
応
策
を
繰
り
出
し
て

危
機
に
対
応
す
る
こ
と
が
可
能
だ
と
い

う
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

つ
ま
り
危
機
に
お
い
て
は
地
方
に
よ

り
大
き
な
裁
量
権
と
資
金
を
与
え
、
地

域
密
着
で
最
適
な
対
応
を
実
施
す
る
こ

と
が
必
要
に
な
る
と
い
う
こ
と
だ
。
そ

の
と
き
政
権
中
枢
は
地
域
が
実
行
す
る

政
策
に
邪
魔
に
な
る
規
制
を
排
除
し
、

ま
た
地
域
が
必
要
と
す
る
ヒ
ト
、モ
ノ
、

金
を
必
要
な
だ
け
ふ
ん
だ
ん
に
提
供
す

る
サ
ポ
ー
ト
役
に
徹
す
れ
ば
良
い
の

だ
。
コ
ロ
ナ
禍
の
収
束
後
に
は
地
方
分

権
を
基
礎
原
理
と
す
る
新
し
い
社
会
の

形
が
現
れ
て
い
る
こ
と
を
期
待
す
る
。
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※�ジャガイモは生食用として出荷可能な値。子実トウモロコシの坪刈り収量は折損、倒伏、穂落ちの収穫ロスを引いた値・水
分15％換算値。精選後収量はコンバイン収穫した値。

図１：19 年の作付実績

表１：試験区別の収量

ジャガイモ 小　麦 大　豆 子実トウモロコシ

男爵薯 ゆめかおり ナカセンナリ あやみどり 坪刈り収量 精選後収量

ｔ/10a kg/10a kg/a kg/a kg/10a kg/10a

①輪作・堆肥区 4.69 553 26.7 22.3 1,019 763

②輪作・無堆肥区 3.28 544 24.3 17.3 923 683

③連作区 4.33 430 23.0 試験無し 694 343

連作区（化学肥料のみ） 無堆肥区（化学肥料のみ） 堆肥区（堆肥・緑肥・化学肥料）

D区
540㎡
ジャガイモ

D区
540㎡
ジャガイモ

トウモロコシ連作
（P9400）
540㎡

→１０月から小麦
540㎡

小麦
（ゆめかおり）
360㎡

トウモロコシ
（P9400）
360㎡

大豆
（ナリ、あやみどり）

360㎡

B区
720㎡

C区
720㎡

A区
720㎡

小麦連作
（ゆめかおり）
540㎡

大豆連作
（ナカセンナリ）

540㎡

ジャガイモ連作
（男爵薯）
540㎡

連作区 無堆肥区 堆肥区
130ｍ130ｍ

30ｍ30ｍ 30ｍ30ｍ 20ｍ20ｍ 40ｍ40ｍ

58ｍ58ｍ

18ｍ18ｍ

18ｍ18ｍ

18ｍ18ｍ


